
 

 

 

令和 2 年 9 月 14 日 

各  位   

代表取締役社長    西尾 直紀 

（コード番号：4824 東証マザーズ） 

問合せ先 取締役業務管理部長 

根津 康洋 

(TEL 03-5423-6600) 

 

投資有価証券評価損の戻入及び投資有価証券売却益、投資有価証券売却損の計上 

に関するお知らせ 

 

当社は、当社が保有する投資有価証券のうち、簿価に比べ時価が著しく下落しているものについて、令

和 2 年 7 月期第 2 四半期において投資有価証券評価損を営業外費用として計上しておりましたが、その

後、対象となる投資有価証券の株価が回復したことにより、また、評価損の対象となった投資有価証券を

含む当社保有の投資有価証券を売却したことにより、下記の通り、令和 2 年 7 月期第 3 四半期及び令和 2

年 7 月期第 4 四半期において、投資有価証券評価損の戻入、投資有価証券売却益、及び、投資有価証券売

却損が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和 2 年 7 月期第 3 四半期における投資有価証券評価損の戻入 

 連結 個別 

（A）令和 2 年 7月期第 3四半期（令和 2 年 2月 1日から令和 2年 4 月 30

日まで）の有価証券評価損の総額（＝a-b） 

△69百万円 

（△：戻入益） 

△69百万円 

（△：戻入益） 

 (a) 令和 2年 7月期第 3四半期累計期間（令和元年 8 月 1日から令和 2

年 4月 30日まで）の有価証券評価損 
－百万円 －百万円 

 (b) 直前四半期（令和 2年 7 月期第 2四半期）累計期間（令和元年 8

月 1日から令和 2年 1 月 31 日まで）の有価証券評価損の総額 
69 百万円 69 百万円 

(注) 当社の決算期末は、7月 31日であります。四半期会計期間における投資有価証券の減損処理にあたっては、四半期洗

替え法を採用しております。 

２．令和 2 年 7 月期第 3 四半期における投資有価証券売却益及び投資有価証券売却損 

 

投資有価証券売却益： 13 百万円 

投資有価証券売却損： 33 百万円 

 

３．令和 2 年 7 月期第 4 四半期における投資有価証券売却益及び投資有価証券売却損 

 

投資有価証券売却益：  5 百万円 

投資有価証券売却損： 26 百万円 

 

 

以上 


